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1 ．はじめに
本稿では，教員養成課程の中での工芸分野の実技科目
の授業について取り上げ，カリキュラムの内容や教授方
法について検討をする。
工芸は，教員免許では中学校美術，高等学校芸術科工
芸に関係する分野である。内容の特徴として，純粋表現
に対応して適応的表現という言葉が使われるように，計
画的，目的的な表現要素の強い分野である。また陶芸，
木工芸，金属工芸，漆芸，竹工芸，ガラス工芸…という
ように使用する材料が多様なことも特徴の一つである。
材料が多様ということは，それに伴う道具類や技術，つ
くる過程もそれぞれにある。デザイン的な思考，作品完
成へ至るための技術力や計画力なども制作においては必
要になる分野ともいえる。また一つのものを作り上げる
ために長時間，または長期間必要になる分野でもある。
美術教育の内容の中では，工芸分野の活動は，児童生
徒の興味関心は高いが，制作前に必要な情報や継続する
ことで身につく技術が表現活動の際に壁となることもあ
る。授業者は内容の精製や焦点化することも必要となる
が，内容の知識がないとできないこともあり，それらのこ
とが教師自身の授業計画の壁となることもある。
授業づくりの基礎的な考えや，他の工芸内容について
考える時に転移できる思考などを身につけることは教員
養成の中で重要であるといえるだろう。
本稿では，工芸分野の授業「窯芸」を取り上げ，他の科
目との関連や実技授業の在り方について考察していきたい。
また「窯芸」とは窯を用いて焼成するものを指すこと
もあるが，ここでは授業の内容である土を窯で焼成する
やきものを中心に取り上げる。
2 ．目　　的
教員養成での工芸領域の実技授業を振り返り，今後の
教員養成のための実技授業を考える基礎資料作成を行い
たい。なお，本稿での分担については，授業計画，実践，
授業のための作品とその分析を井上が行い，小橋・佐藤
が授業記録の整理，考察を行う。
3 ．方　　法
千葉大学教育学部造形教育講座内での関連科目につい
て，整理をしていく。特に教員養成課程での実技の授業
「窯芸」を取り上げ，実際の授業の様子，学生のコメン
トから実技授業での重要事項や教授方法について考察を
していく。
4 ．カリキュラムの背景
1）学習指導要領での「やきもの」「工芸」の扱い
小学校では， 1 ， 2 年生の内容の取扱いで「土」が
「身近で扱いやすいもの」1）として記述されている。解説
では，第 3 ・ 4 学年の解説内で「児童が材料や用具を扱
う楽しさを味わうとともに，その経験が深まるような指
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導の工夫が必要である」2）という文章に続き「……また，
粘土を焼成することによって生まれる表現の面白さを生
かして作品をつくったり，焼成した粘土のかけらを材料
に使ったりするなど……」3）とし多様な体験の一つとし
て焼成が挙げられている。第 5 ・ 6 学年の内容の解説で
は「表現に適した方法などを組み合わせて表す」4） とい
う中での一例として「土粘土に石やガラス玉などを組み
合わせ焼成するなど……」5）と火による変化がある，土
以外の材料が挙げられている。
中学校では，「Ａ表現⑵」において，「伝える，使うな
どの目的や機能を考え，デザインや工芸などに表現する
活動を通して，発想や構想に関する次の事項を指導す
る」6）と示されている。ここでいう「デザインや工芸な
どに表現する活動」7）については，「飾る，伝える，使う
などの目的を実現するため，デザインや工芸をはじめ多
様な表現に柔軟に取り組むことができることを意図して
いる。」8）とされている。やきものに関しては，指導計画
の作成と内容の取扱いで，特に地域の材料や題材を取り
上げる箇所において9），「各地域には陶芸用の粘土，砂，
石，和紙，木，竹などの独特の材料があり，それら地域
の材料の特性を生かした表現方法や題材を工夫して指導
することが大切である。」とされている。
高等学校での工芸分野は，芸術科工芸と美術科の中の
クラフトデザインに工芸がある。例えば，芸術科工芸の
工芸Ⅰ10）での内容領域「Ａ表現」では「⑴　身近な生
活と工芸」「⑵　社会と工芸」，「Ｂ鑑賞」においては「……
日本の工芸の特質や，工芸の伝統と文化についての理解
を深めることを重視している」とある。
やきものについては，自然と工芸との関連で土を取り
上げられていたり，「⑵　社会と工芸」の「イ．使用す
る人や場などに求められる機能と美しさを考え，制作の
構想を練ること。」において陶芸でマグカップを制作す
る場合が事例として取り上げられている11）。
やきものは，デザインとも関連させながら，身の周り
の生活や素材に目を向けたり，用途を考えたりと中学校
美術や高校工芸を中心に，小学校の図画工作からもつな
がる流れがある。
2 ）やきものに関する授業科目
校種間のつながりも教員養成カリキュラムを考える際
には必要である。単に「やきもの」をつくるから同じで
あるということだけではなく，それ以外にも共通項を探
すことはカリキュラムを考えていくためにも必要である。
以下に千葉大学教育学部造形教育講座内での「窯芸」
と関連する科目を取り上げていきたい（授業名は2017年
度）。
⑴　「小学校図画工作」
小学校教員免許取得希望者が必修で受講する実技の科
目である（半期）。ここでは，土や粘土をつかった作品
作り，また作品を保存する意味で焼成し「やきもの」に
することや，日常で使えるものをつくるため「やきもの」
を扱うことがある。
⑵　「美術科教材研究」
中学校美術科の免許取得希望者が選択必修で受講する
科目である。「教材研究」は，専門内容と教科教育の橋
渡し的な科目であり千葉大学の教員養成カリキュラムの
特徴の一つである。
ここでは，中学校美術科の彫刻分野と工芸分野を扱っ
ている（2017年度）。やきものに関しては，学生自身の
授業づくりにおいて，工芸分野の「生活との関連」から
主題設定，材料や技術なども含めて扱っている。
⑶　「彫刻基礎実技」
図画工作選修学生の必修，中学校美術免許希望者の必
修の授業である。 1 ， 2 年生対象としていることもあり
彫刻に関する基礎的な材料の扱い，技術等の演習も含む。
内容として抽象彫刻をやきもの用粘土で制作し，その
焼成を行っている。また「窯芸」での授業内容につなが
る粘土の扱いもここで全ての学生が体験する。
⑷　「工芸材料演習Ⅰ」
中学校美術免許取得希望者の選択必修の科目である。
内容は主に工芸制作の材料やその組成，材料と技術，そ
れらの作品との関連など単に制作だけではない内容を扱う。
「工芸材料演習Ⅰ」は主にやきものを扱う。やきもの
の粘土をつくること，成形，焼成，釉薬について等，や
きものの一連の過程を体験し制作をする。
⑸　各授業とのつながり
「彫刻基礎実技」で習得した粘土の扱い方をもとに，
「工芸材料演習Ⅰ」で材料の色々や，道具と技，形づくり
との関連，簡単な手練りによる成形を行う。またやきも
のの歴史なども学習する。さらにやきものについて深め
る場合は「窯芸」を受講し，材料や技術の扱いの再習得，
大型の作品作り，窯の取り扱い等をさらに学ぶ。また卒
業制作で，彫刻作品をやきもので制作したり，立体やや
きものの授業づくりで論文作成をすることにもつながる。
3 ）教育活動としての「やきもの」授業
⑴　図画工作の教科書から
つくったものを焼くと保存ができる（図1），色鮮やかに
できる（図 2 ）といった扱いで，やきものが挙げられてい
る。やきものの特徴を生かしたり，生活との関連よりは，粘
土でつくったものを焼くことでの保存に比重がある。
⑵　中学校美術の教科書から
中学校では「材料を生かして─使う 飾る 遊ぶ─」
（図 3 ）というタイトルでやきものが挙げられている。
デザインよりの観点からやきものを挙げ，制作をしたり，
図 2　小学校高学年
　　　教科書13）
図 1　小学校低学年
　　　教科書12）
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実際に使ったりという内容となっている。他にも，伝統
としてのやきものを鑑賞で挙げた例もある。
⑶　高等学校での授業（事例）
高等学校では，芸術科工芸と工芸科では，授業目標は
変わってくる。工芸科は専門教育の度合いが高くなる。
内容は中学校の「身の回り」のやきものをスタートに，
広く「人の暮らし」であったり（図 4 ），材料から（図 5 ），
技術の中での一領域（図 6 ）としてとり挙げられたりし
ている。
5 ．実際の授業
次に，実際の大学での授業をみていく。
1 ）「窯芸」の授業目標
陶磁器の制作を通して, 窯芸の成形から焼成までの一
連の工程を体験し，制作に必要な技法，表現方法などを
具体的に学ぶ。窯の取り扱い方や焼成方法，窯入れなど
を理解し，自分で操作可能なように指導する。以上のこ
とが授業目標である18）。
2 ）概要
・内容
陶磁器の制作を通して，粘土の性質，造形性，加工法
などをまなぶ。また，使用物として，機能にふさわしい
かたち，重さ，仕上げなどを研究する19）。
・対象者　20名程度
・時間数　30回（通期）
3 ）授業計画
下記は2017年度のカリキュラムである（表 1 ）。
図 4　高等学校工芸教科書15）
図 5　高等学校工芸教科書16）
図 3　中学校美術教科書14）
表 1　年間計画 20）
回 内　　容
1 窯芸の概説と，土の性質を学ぶための粘土の練り方などの基礎的練習
2 手びねりによる円筒形の作品の構想，制作
3 ・ 4 手びねりによる円筒形の作品の制作
5 手びねりによる半円の作品の構想，制作
6 ・ 7 手びねりによる半円の作品の制作
8 手びねりによる球体の作品の構想，制作
9 ・10 手びねりによる球体の作品の制作
11 タタラによる作品制作
12 電動ろくろの基礎的練習
13・14 焼成と釉薬掛け
15・16 本焼き窯出し
17－26 手びねりによる直線と曲線を組み合わせた作品の構想，制作
27－29 焼成と釉薬掛け実習
30 本焼き窯出し，作品提出
図 6　高等学校工芸教科書17）
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第 1 回～第15回までは前期（ 4 月～ 7 月），第16回～
第30回までは後期（10月～ 2 月）である。
4 ）各回の概要
⑴　内容について
通期の授業の中で，大きく分けて「円筒形」「球」「た
たら」「電動ろくろ」「自由制作」という展開である。ま
ずは粘土に慣れることから，最終的には多様な形までを
計画した内容となっている。
最初に行う円筒形は，真っすぐな筒をつくっていくの
であるが，粘土の元に戻りやすい癖を体験するためにそ
れをテーマとして制作を行っている。また「球」はひも
づくりで制作するが，形を広げて，また閉じていくとい
う基本の手の動きを体験することができる。一通りの成
形のための方法を学び，最終的には自分の目的や主題に
沿って，成形方法や施釉などを計画し自由制作を行う。
⑵　具体的な内容
前期中は，円筒や球などシンプルな形態での制作を行
う。成形後は，その形から各自のアイデアで思い思いの
装飾や加工を行う（図 7・8 ）。図 9 はひもと球の応用形。
本稿では，授業計画17－26回目の「手びねりによる直
線と曲線を組み合わせた作品の構想，制作」を取り上げ，
教材研究とともに記述する。
授業目標では，「制作を通して，窯芸の成形から焼成
までの一連の工程を体験し，制作に必要な技法，表現
方法などを具体的に学ぶ。」となっている。本活動では，
前期に行った円筒形や球で用いたひもづくりの技法の応
用を行う。
図 7　円筒（学生作品）
図 8　球（学生作品）
図 9　球を応用した作品（井上作品）
図11　ＹからＹにいく形（井上作品）
図10　ＴからＡへいく形（井上作品）
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具体的な内容としては，受講生各自のイニシャルの形
2 つをきっかけにし，それらをつないで立体にしていく
というものである。曲線同士，直線同士，曲線と直線な
ど，各人によって異なる形になる（図10・11）。それぞ
れが異なる形のため，出来上がりの形や土の特性もふま
えながら，考えてつくる必要が出てくる。
粘土の特性として，思った形につくることができない
ことがある。その際に異なる方策を考えたり，粘土の特
徴を生かしたりしながら，自ら考え試行錯誤することを，
この活動では学んでほしいと期待している。次に，それ
らの活動の指導の際の留意点と学生のコメントから授業
を振り返っていきたい。
5 ）指導上の留意点
窯芸の授業は，窯芸室内で行っている。学生はそれぞ
れの進捗状況に合わせ 2 台向き合う工作台を囲んで制作
を行っている（図12）。さらに工作台の脇には電動ろくろ
があり，進捗に合わせて制作での使用や練習をしていた
り（図13），釉薬掛けをする学生もいる（図14）。やきも
のづくりは，成形，乾燥，焼成，施釉と続くが，各受講
生は全て同じ段階にはいないので，各自の計画に合わせ
て様々な活動が同時に展開されている。応用的な活動が
多くなる授業後半になると，各自での計画や動きが多く
現れてくるため，異なる活動の同時展開の割合は高くな
る。受講人数は年度によって差はあるが，中学校美術免許，
高校工芸免許を取得希望する学生15～20名程度を教える。
授業内では，初めてやきもの制作を行う学生もいるの
で見える場所で「やってみせる」という視覚的な提示を
基本に教授をする。一斉で行う場合は，教師の周囲に集
め演示するが，基本説明以外は，それぞれの学生の様子
を見ながら，個別指導の形をとることが多い（図15）。
個別の指導は，厚みの確認（図16），成形時の崩れの
修正などが主であるが，自由度が高くなってくる課題で
図12　教室全体風景
図13　電動ろくろを使用した制作
図15　組み立て構造のある作品づくりの指導
図16　厚みの確認
図14　釉薬掛けをする学生
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は学生の様子を見たり，希望を聞いたりしながら対応する。
次の項では，教員の指導や関わりをどのようにとらえ
ているか，学生の実態と合わせて，前期（ 4 月－ 7 月）
終了時のコメントから見ていきたい。
6 ）受講生のコメント
2017年度の前期授業終了時に，「窯芸の授業の感想及
び，授業を受けての学び，後期に向けて考えたこと」を
記述し提出してもらった21）。コメント内は様々な記述が
あるが，ここでは⑴　学生の実態，⑵　授業内容，⑶　
指導方法，⑷　場の設定，⑸　工芸の特徴の現れ，⑹　
教師としての意識，⑺　他の授業との関連の各項目につ
いて，コメントから分析的に見ていきたい。
なおコメントを抽出する場合は，特徴的な文章に下線
を引き，番号を振る。その際に振る番号は，各項目内で
①から始める。なお，コメント掲載の際には個人が特定
されない形で一部修正を加え掲載している。
⑴　学生の実態
やきものづくりの経験について，2017年度受講の学生
では，修学旅行先で作った経験，大学の別授業（工芸材
料演習Ⅰ，教材研究，彫刻基礎実技）での経験，窯芸の
授業を 2 回目受講などが書かれていた。絵画のように
小・中・高校と学校の授業や造形教室で行った経験はな
く，課外や大学で初めて学ぶ学生がほとんどである。や
きものづくりについては，大学で学ぶことが初めてとと
らえてよいだろう。
⑵　授業内容
授業内での実施した活動内容や課題に対して学生のコ
メントは以下の通りである。一部抽出を行い，特徴的な
文章に下線を引く。
①のように「シンプルな形をもとにしてアイデアを加
えていくと，オリジナリティが出て，こだわりをもって
つくることができた」とあるが，実際，授業者は，形は
シンプルであるが学生の作品がどれも同じようにはなら
ないように努めてきた。オリジナリティが出てくること
が，「こだわり」につながるようである。
また②に書かれている技術は，授業内でも多く用いる
「ひもづくり」であるが，単に作り方を覚えるだけではなく，
その特徴や技の違いが何につながるかを考えているよう
である。③では小さな作品ではなく，まずは大きな作品
をたくさんつくったことが書かれている。そのことが他
の段階の技術などを試すことにつながったようである。
⑶　指導方法
何人かのコメントには教師の指導について，その時の
場面と心情や自身の行動を書かれている。
実線の下線①は教師の指導で，それを受けた学生の動
きを点線の下線 ①′とした。
学生のコメントからは，教師の動きとしては①，②の
ような「実際にやって見せてくれる場面」という演示が
記述されていた。その後学生は②′「まねして行おうと」
というように演示を受けて，自分でも試してみるという
記述が見られる。
さらに③，④，⑤のように「その度，」「途中で」具体
的なアドバイスをもらうということが記述されている。
これは全員へのアドバイスではなく，個別の活動の中で
のアドバイスである。それを受けて③′「コツがつかめ
てきた」という記述が続く。
また①～⑤のような直接的な指導ではなく，⑥や⑦の
ように何度も試すという場を与えたり示唆するという間
接的な支援にあたることも書かれていた。
⑷　場の設定
授業では，直接的な教師の指導だけではなく，環境の
影響もある。それについて学生自身はどのようにとらえ
られているだろうか。
表 2　コメント 1
・円柱や球などシンプルな構造だけどバランスをとって
いくのが難しい形づくりを中心に進めていきました。
シンプルな形をもとにしてアイデアを加えていくと，
オリジナリティがでて，こだわりをもってつくること
ができました①。
・今回はひもづくりをして，最初から空洞のある球を
作っていきました。あとからくり抜くと，球が広がっ
てしまい，割れる原因にもなるし，転がして丸めると
空気が入ってしまうこともありますが，ひもづくりだ
と全体をしめながら作っていけるので割れにくいとい
うことがわかりました。同じものを作るにも，作り方
によって出来栄えも変わってくるのだ②と知り，一番
適切な作り方を自分で判断できる力をつけたいと思い
ました。
・今回は大きな物をたくさん作ったので，釉薬の変化や
組み合わせを色々試すことができた③
表 3　コメント 2
・先生は，とても軽々ろくろの上で粘土を動かしている
のですが①，なかなかに力のいる作業で ①′大変でした。
・専門の先生が実際にやって見せてくれる場面があり②，
力の加え方や，道具の活用の仕方などが絶妙で，かつ
スムーズに作り上げていました。そして私がそれをま
ねして行おうとする ②′と簡単には上手くいかず，何度
も失敗してやり直すことがよくありました。
・なかなか上手く菊練りができず苦戦しました。しかし
その度，細かく先生からアドバイスを③いただき，き
れいではありませんがコツがつかめてきた…… ③′
・また，重力で下に下がっていくため，少し縦長に作る
と完全に球体になると教えて④いただきました。球体
を作ることで曲面の加減を調節するコツをつかむこと
ができたと思い ④′……
・途中で先生にアドバイス⑤を頂いて，より良い作り方
にすることができた。
・また，ろくろの使い方についても，使うのはほとんど
はじめてだったので，何もわからなかったが，何度も
やらせてもらって⑥徐々に覚えてきた。
・……それをどう生かすかなどいろいろなことを試すこ
とができた⑦。
表 4　コメント 3
・この授業は大きめの机に向かい合う形で制作したの
で，周りの人の作業が見えて①勉強になりました。
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工作台を囲んで，制作を行っていることから，周りの
人の手元や動き等をよく見ることができる。指導される
だけではなく，自分自身で見ることができるということ
も制作においては，重要だといえる。また教室内には教
師の試作を点在させているが，そのような環境も制作の
ヒントになっているかもしれない。
⑸　工芸の特徴の現れ
工芸は，その性質から日常生活とのつながりを持つこ
とができ，また材料自体も自分で作ることが多く，スター
トからゴールまでを自分たちの手で手掛けることができ
る（過程を知ることができる）。また技術的な要素につ
いては，技術を学ぶ時間を要し，練習が必要になること
が特徴として挙げられる。
学生のコメントからみると，①⑨のように「簡単には
うまくいかず……」というように，つくりたい形をすぐ
につくることができるわけではなく，②のように道具に
慣れたり，粘土の特徴をつかんだりということが制作に
あたって必要になってくることが分かる。そのため③⑦
⑩のように「練習して」「何回もくり返すうちに」と練
習であったり，気になる箇所を何度か試すということが
必要であると感じているようだ。
さらに，つくる中で⑥⑧のように「コツをつかむ」と
いう，つくる中で自分でやってみるときにはどうしたら
よいか理解し，実際に手が動く状態（それを本人が感じ
ている状態）の言葉が出ている。その状態は，単なる技
術ではなく，活用も含めた技能の修得という言葉が当て
はまるかもしれない。
また④⑤のように「日々の生活をふりかえる」，「もの
の作る過程」といった言葉には，日常や生活とのつなが
りがあり，また材料づくりや道具づくりも始めることが
できる工芸の特徴が書かれている。
⑹　教師としての意識
実技授業では，専門的な内容を行うことが中心となる
が，それだけでなく，学生自身の教育に対する深まりを
見ていきたい。
①のように自分の制作の中で学んだことをどう伝える
かということであったり，②③のように各人のこだわり
や，つまづき箇所の違いの発見などを④のようにどう指
導に生かすか等のコメントがあった。
学生自身が実技という実際の体験を通して，専門につ
いての内容から得たことと教育に対する考えとの往還を
していることが分かる。
⑺　他の授業との関連
窯芸で学ぶ内容の一部は，他の授業内で扱うこともあ
る。どのように学生自身の中で関連付けられているかみ
ていく。
表 5　コメント 4
・私がそれをまねして行おうとすると簡単には上手くい
かず，何度も失敗してやり直すこと①がよくありまし
た。本当にそれだけ極めている人にこそできる巧みな
技なのだということを実感……
・ろくろを使ってみて思ったよりも力が必要なこと，慣
れるまで形の作り方が難しい②なと感じました。後期で
はもっと練習して③ろくろで上手い茶碗を作りたい……
・自分の日々の生活をふりかえって，何を作りたいのか，
何が欲しいのかを改めて考えることができ④ました。
後期はもっと技術を高めて，実際に日常の生活で使え
るものを作りたいと思います。
・いつも使っているものの作る過程を知ることができま
した⑤。また，それだけではなく，作る時のコツといっ
たものも自然と知っていくことができ⑥ました。例え
ば，形を作る時はやわらかい粘土でないとうまく作る
ことができませんが，削っていく時は，逆に乾燥途中
の一番固い時の粘土の方が良かったです。
・菊練りも苦手でしたがこの授業で何度もろくろを使う
うちに⑦，菊練りのコツをつかむことができ⑧，以前
に比べて上手に菊練りをすることができるようになり
ました。ろくろでも初めはうまく形をつくることがで
きませんでした⑨が，何回もくり返すうちに⑩，きれ
いな形をつくれるようになりました。
表 6　コメント 5
・お椀型を作る時，横に広がりすぎてしまう人も何人か
いて，これは両手で粘土を寄せて，上に引きのばしな
がら作ることで改善できるのでは，と思い声をかけて
みましたが，やはりうまくいかなかったようで，人に
教えるのは難しいと感じました。実際に授業で扱う時
にうまくコツを伝えられるよう①に，教える方法を考
えていきたいと思いました。
・一人一人の工夫やこだわりがあって，そんな作り方が
あるのかという発見があり②，特に高台の作り方には
思っていた以上に様々なものがあるのだと分かりまし
た。またつまづく部分も人それぞれだということも分
かりました③。今回は，どんな部分でつまづく人がい
るのかが何個かわかったので教える側になったとき，
どのようにサポートできるか考えていきたい④と思い
ます。
表 7　コメント 6
・ 2 年生の時は，先生から，道具の名前や使い方を教え
ていただき，それでわかったつもりになっていました
が，教採の学習や実習の経験からなぜその名前なのか，
その工程を行う必要があるのか，由来や理由を調べて
知っていく中で，自分が学んできた内容が深まってい
く①ことを感じました。
・大学 1 年生の時に受けた別の授業（工芸材料演習）で
やきものを初めてやりました。その時は板づくりとひ
もづくりの 2 種類をやったのですが，今回窯芸の授業
で電動ろくろを経験して，そのおもしろさにきづくこ
とができました②。手動ろくろだと，自分でつくりた
い形をイメージしてから手を動かすのですが，電動ろ
くろだと粘土が生きているみたいで，手を動かしなが
ら形を考えたり，直感で作りたいものにできたりと，
・工芸材料演習でも，キャンディポットを作った時は，
最初から粘土をまるめて球を作り，中をくり抜いてい
きましたが，今回はひもづくりをして，最初から空洞
のある球を作っていきました。あとからくり抜くと，
球が広がってしまい，割れる原因にもなるし，転がし
て丸めると空気が入ってしまうこともありますが，ひ
もづくりだと全体をしめながら作っていけるので割れ
にくいということがわかりました。同じものを作るに
も，作り方によって出来栄えも変わってくるのだと知
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学生のコメントから多く見られたことは，以前に受講
した授業や経験との関連の内容である。あの時はこうで
あったが，こうもできるんだ，または振り返ってみると
あの時の学びはここにつながるのかというように学びを
深めている様子が浮かび上がる。
①からは，名前だけを知っていた状態から，いくつか
の体験を経るうちにより具体的になってきたことが分か
る。②や⑤のように複数の授業を受けたことで，その中
での体験を比較することができているようである。③で
は複数の授業で同じような形を異なる技法で成形したこ
とが，④のように技法の特徴や技法を選ぶという考えに
至っている。⑥⑦では一度の授業ではなく複数の授業を
受けたことで，その際の反省点を活かしたり，再び考え
て試行することにつながっている。また⑦のように失敗
体験だけではなく，自分なりにできたという体験にもつ
ながるようだ。
一回の授業の学びだけではなく，それまでの個人の経
験や他の授業などが複合的に関連していることも学生コ
メントから読み取ることができる。
6 ．考　　察
「窯芸」は，工芸分野の授業の中では 4 年間の後半で
受講する科目である。いくつかの入門的な授業を受けた
後に，さらに深める役割がある。今回は授業内容や学生
コメントをもとに，指導方法の検討，学生のその分野で
の深まりについてみてきた。
授業内での題材については，シンプルな形体をつくる
ことから始めているが，既習の技術をもとに学生自身が
試行錯誤してつくること，さらに自分なりのアレンジを
加えるという活動が，既習の技術の振り返りともなって
いるようである。
ただ，技術をそのまま与えていればよいのではなく，
個別のつまづきを教師側がとらえて，演示をしたり，具
体的に説明を加えたりすることが，その学生なりの「コツ」
をつかむ契機になっていることが学生のコメントや授業
の観察から見えてきた。このことは，一斉指導だけでは
難しく，実技指導ならではの部分であるといえるだろう。
7 ．おわりに
実技の授業の中では，学生同士がお互いにこうしたら
どうだろうというやり取りをしていることはコメントか
らも分かった。個々人がさらに一歩学びを深めていくた
めには，それぞれのもつ課題に対して，「窯芸」の授業
内でも行っているように，授業者が具体的に演示したり
教えたり，提案することが実技の授業においては重要で
あることが見えてきた。制作中の学生は，あちらこちら
場所を動いたり，仲間の動きを見たり，考えに集中して
いたり，手が止まっていたり，つぶやいていたりと様々
な動きを見せる。授業者としてはそれらの様子や今何を
しているかをみすえ，対応することが大切であろう。
また今回，学生コメントからは他授業とのつながりを
もとに考えていたことがわかるものが多数あった。今，
必要なことを自分の過去の経験をもとに，振り返ること
は，学びの深化にもつながる。学生の姿のみとりからは，
1 年次～ 4 年次までどのような種類や順序で授業を配置
することができるかという教員養成でのカリキュラム作
成の課題にもつながるだろう。
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　り③，一番適切な作り方を自分で判断できる力をつけ
たい④と思いました。
・彫刻基礎実習Ａでは粘土をビンでみがいてピカピカに
することができましたが，木材やスプーンで磨いても
ピカピカにすることができました⑤。
・教材研究でやったのが初めてで，窯芸の授業ではその
時の反省点等を生かし，さらに去年の学習内容を更新
できているように感じる。去年上手くできなかったも
のを，その上手くできなかった原因を考えて，もう一
度作ったりできている⑥。失敗作のまま終わりになっ
てしまわないことになり嬉しい⑦。
